【表題】OracleRAC概要(レベル：★★★☆☆)
1. OracleRACとは
　Oracleインスタンスを複数構成にでき、ロードバランス型のクラスタリング構成をOracleで実現する方式です。
1-1. クラスタリングの構成
　イメージとしては以下のような構成を組むことができます。
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【参考】以下のURLから引用(以降同サイトから図は引用)
http://www.atmarkit.co.jp/fdb/rensai/basics_rdb/07/basicrdb07_01.html
1-2. RACの特徴
　OracleRACの特徴について説明していきます。
1-2-1. 可用性
　上記1-1で説明した構成を見ると、Oracleインスタンスを複数構成で組むことができ、1インスタンスがダウンした場合でも他のインスタンスが稼動しているため、処理を停止することなく、処理し続けることが可能です。
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1-2-2. 負荷分散

　Oracleインスタンスを複数管理していますが、どのインスタンスにアクセスしても同じ結果を返却します。つまり、クライアント側からの接続をランダムに接続したり負荷分散を実現することができます。
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1-2-3. 拡張性

　Oracleインスタンスを増設することにより、システム全体の処理能力を高めることもできます。

【注意】noSQLなどの仕組みと違い、Oracleデータベースは1つであるため増やせば性能がどんどんアップするわけではありません。

1-2-4. 一貫性

　OracleはCOMMIT後のデータについてはすぐに「データファイル」(ディスク)へ書き込まず、「データベース・バッファ・キャッシュ」(メモリ)へ保持していますが、Oracleインスタンスが複数になった場合、各インスタンスにおいて「データベース・バッファ・キャッシュ」の整合性を保つ必要があります。
　OracleRACには「キャッシュフュージョン機能」を使用して、データの一貫性を保つことができます。
　キャッシュフュージョン機能とは「データベース・バッファ・キャッシュ」について、各インスタンス間を同期する処理です。以下はイメージ図です。
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